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1. まえがき
21世紀COEプログラムの4班「地域統合情報発信」

のデータベース関連の研究成果を引き継ぐ形で、今年度

よりスタートした共同研究班、第5班『非文字資料の

効率的な検索と安全な流通』について紹介する。本共同

研究は、非文字資料を研究者間および専門家以外の人と

の間で情報の提供、共有などを行うために必要な基盤技

術を構築し、実際の資料や研究者などを対象とした実証

システムにより、その有効性を検証することを目的とす

る。上記の目的達成に必要な基盤技術の提案を行い、そ

の後、只見カードを対象に基本的なシステムを構築する。

2. 実施計画の概要
計画している主な研究テーマには、以下のものがある。

（1）非文字資料に特化したオントロジーを構築し精度

の高い検索と新しい知見のマイニングを行うシステムを

構築する。（2）非文字資料のオントロジー構築、検索

などに適したユーザインタフェースを構築する。（3）

非文字資料の検索、流通時に個人情報や機密情報を保護

し、著作権の調停を自律的に行う流通システムを構築す

る。（4）非文字資料の資料の作成、データ処理、資料

の流通などを円滑に行うために地域通貨的決済手法を提

案する。（5）非文字資料とことば工学のコラボレーシ

ョンおよび非文字資料からの会話文生成システムの提案

を行う。

次に現在進行中の主なテーマを紹介する。

3. オリジナルオントロジーを用いた
民具のデータベース化

本研究が対象とする非文字資料は民俗文化をベースと

している。そのため同じ対象を指し示す場合でも、地域

や年代によって表現に相違が生じる。したがって、非文

字資料の情報共有・情報流通には情報資源に関する情報、

すなわち、メタ

データを用いた

意味情報検索が

求められる。本

研究では民俗資

料の一つである

民具を例にとり、

民具データベー

スにオントロジーを導入することによる有効性を示して

いく。図1に民具名と使用目的について構築を行った

オントロジーを示す。

3.「善く見える」ファイルシステム
マルチエージェントを応用した自己組織化されたコン

ピュータやタブレット端末の情報インタフェースを提案

する。ネットワーク上に散らばっている様々な情報リソ

ースを、自動的に分類・整理し、デスクトップのアイコ

ンのような形で表示・操作することで、人とコンピュー

タを連携させ、人の創発を刺激、支援するシステムを提

案する。

4. 多様な価値観を反映できる価値交
換のためのシステム

研究資料の提供や研究を進めていくための作業を円滑

に進めるために、多様な価値観を反映可能な価値交換シ

ステムを提案する。このような用途に適したものに地域

通貨があるが、本来反映されるべき多様な価値を単一的

な金銭的価値などに置き換えているために十分に機能し

ない。そこで、多様な価値をベクトルとして表現し、価

値観の評価には人間関係マップに基づく評価関数を導入

する。このシステムにより非文字資料の収集や体系だっ

た意味付けなどの作業をより効率的に進めることが可能

となる。
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図１　民具名と使用目的のオントロジー
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はじめまして。非文字資料研究センターにお迎えくだ

さったことを心より感謝いたします。研究生活をしたい

ために大学教員の仕事を選んだ者として、純粋な研究機

関に仕事を与えられたことは無上の喜びです。この新し

い場で、浅学非才の身にできるかぎりの貢献をしたいと

考えています。このニューズレターに執筆するのは初め

てですから、自己紹介を兼ねて、わたくしの関心のあり

かた、研究の概要、そして、これからどのような貢献が

できそうであるか、について書いておきたいと思います。

わたくしは生来寡黙なので、どういう研究をしている

のかと問われたときには、簡単に「比較文学と比較文化

史のようなものを少し研究しています」と答えることに

しています。さらに問われると、「イタリアの都市ヴェ

ネツィアをめぐる表象の歴史を中心に研究しています」

と答えます。そして、「たとえば、トーマス・マンの小

説『ヴェニスに死す』やヴィスコンティの映画『ベニス

に死す』のなかで、ヴェネツィアがどのようなイメージ

で描き出されたり、どのような役割を果たしているかを

調べています」と答えます。たいていはこれくらいの説

明で満足してくださることが多いので、別の話題に移っ

てゆきます。しかし、このニューズレターを今お読みの

方は、ひょっとするともう少し関心を持たれるかもしれ

ませんから、少し詳しく書いてみます。

図版をご覧下さい。図１は、ヴェネツィア人画家カナ

レットが描いた『ヴェネツィアのスキャヴォーニ河岸の

光景』（1730年代晩期）という絵で、図２は、英国人

画家ターナーが描いた『ヴェネツィアのためいきの橋』

（1840）という絵です。ふたつの絵は、どちらも、都

市ヴェネツィアのいわば正面玄関あたりを、似た角度か

ら描いていますが、大きな違いがあります。ターナーの

絵では中央に描かれ画題にもされている「ためいきの橋」

が、カナレットの絵では無視されているのです。カナレ

ットは、英国人グランドツーリストたちに、ヴェネツィ

アの名所を描いた絵を売って大成功した画家でしたから、

仮に「ためいきの橋」が名所であったのなら、かならず

描き込んだに違いありません。この橋は、1600年代の

初めに、新設された監獄（ターナーの絵のなかで橋の右

側に描かれている建物）と統領宮殿（橋の左側に描かれ

ている建物）とを運河越しに繋ぐために架けられたもの

でしたが、じつは、長い間名所ではなく、「ためいきの橋」

という呼び名もありませんでした。この橋が注目され、

「ためいきの橋」と呼び習わされるようになるのは、橋
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自己紹介を兼ねて
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図１＊	 カナレット『ヴェネツィアのスキャヴォーニ河岸の光景』
（1730 年代晩期）

図２＊＊	 ターナー『ヴェネツィアのためいきの橋』（1840）




